
r¥J
 
I
 

む
！
の
｜

ミ
(A
)

l
 

c.~
：， 
..
. 

論
角

川小，
·~·

~，~
，.~~

.
:
 

• 
.... 
I
 
}(li
j.1-

：~ 
/r

）~ 
··• 

鞠
出

~
L
 

f
℃
吋
~
司

e
J"
n.
..
 

《0
咽
i注

I
 ：＂－＇.

~~ ＇＂
＇叫
：
J持
友会

r~
·

tf'f
f! 
克
ふ
ん
j;,
.,.
)

.＿~
，.~

’~.
官

地 ~I潟 δ
 

誌）
t

一
一
一
一
一
一一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一一





目次

自然の概要 ：藤田 薫・・

論文

横浜自然監察の森ゾ一二ング計画における“二次林で遷移をとめるゾーン”の

うち，【今後新たに，二次林で遷移をとめるための管理作業が行われること

になる区域】の種子植物：宮本千帆・篠原由紀子.......................1 

保全計画作成II Iー市民のニーズ ・その1ー：藤田薫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11

林の構成樹種と構造：藤田薫 ・篠原由紀子・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・13

調査記録

絶滅危慎植物タコノアシの保全生物学的研究： Jj＼山内朝香.................21 

外来植栽木調査：藤田薫－篠原由紀子・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・22

シジュウカラに食べられた種子調査：高橋岡iJ.高橋睦・・・・・・・・．．．．．．．．．．・・・25

シラン株数におよぼす除草の効果：藤田薫 －篠原由紀子 ・松田久司・・・・・・・・・26

横浜自然観察の森に生育する蘇苔類の調査：河湾英子・．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・27

野草プロジェク卜が除去した植物：横浜自然観察の森友の会野草PJ・ ・ ・ ・ ・ .. ・ ・ 28 

ヤブガラシの発芽実験：篠原由紀子・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・29

月別鳥類出現記録調査：渡辺初恵・．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・29

巣箱利用状況：藤田薫 －篠原由紀子・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・・・・・・30

鳥類のラインセンサス調査：岡本裕子 ・中里直幹.........................32 

鳥類の冬なわばり数：藤田薫－．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・33

PJ-STRIX活動報告：PJ-STRIX・ ・.........................................34 

冬季におけるタイワンリスの活動性と気温 ：山本成三・田村典子・・・・・・・・・・・35

タイワンリス個体数の変化：岡本裕子・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・36

円海山緑地にムササビは生息していた（いる）のか：繁田真由美 ・早川広美・・・38



カヤネズミの生息確認調査 ：繁田真由美 ・黒田貴綱－－－－－－．．．．．．．．．．・・・・・・・39

セミの抜け殻調べ：松田久司・．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．． ．． ．．．．．．．．．．．． ・・40

こどもPJむしむしキャンプ（主にクワガタ，カブトムシ調査）：こども PJ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 42 

ホタル成虫の発生数調査 ：藤田薫 ・宮本干帆 ・篠原由紀子・． ．．．．．． ．．．．・・・・・44

チョウ類への林管理の影響ー現況調査一：藤田薫.......................46 

環境記録写真：宮本千帆 ・藤田薫・・ ・・・・・・．．．．． ．．．．．． ．．．．．． ．．．．・・・ ・・・・・・・47

雑木林ファンクラブ2003炭焼き結果：松田久司まとめ・．．．．． ．．．．． ・・・・・・・・・48

行事効果測定調査「森のレンジャ一体験」 ：岡本裕子......................50 

ボランティア動向調査：岡本裕子・．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．． ．．．・・・・・・・・52

自然情報収集調査 ....................................................53 

生物リスト

花暦.2003年：横浜自然観察の森友の会野草PJ （篠原由紀子まとめ） ・・・・・55

月別圏内鳥類出現率：渡辺初恵まとめ・．．．．． ．．．．．．．．．．． ．．． ．．． ．．． ．．．．．・・・・68

投稿される方ヘ・・・． ．．．．．．．．．．．．．



自然の概要

横浜自然観察の森は，神奈川県南東部，横浜市の南端に位置する．面積は45.3ha

で，三浦半島の先端まで続く広大な緑地の一部である．地形は起伏に富み，標高

50～150mで・ある．

林相は，ヤマザクラ P山nrsdonarium，コナラ Quercusserra臼やミズキ Comus 

controversaなどからなる二次林がほとんどで，一部，タブノキ Perseathunbergiiの

多い二次林，モウソウチク Phy/lostachyspubescensの林があり，スギ Cryptomeria

japonica，ヒノキ Chamaecypa巾 botusaの植林もある．自然観察センタ一周辺に

は，ヤマモモ Mriげca尺1bra，スダジイ Shiirasieboldii.，シャリンパイ Rhaphiolepis

umbel/a白や，トウネズミモチLigust，山mlucidumなどの植栽がある．草地は，ス

スキ Miscanthussinensisやセイタカアワダチソウ Solidagoaltissimaなどの高茎

草本の草原と，踏圧によって裸地化しつつあるイネ科Gramineae草本の低茎草本

の草原である．

水域は，江ノ島付近に流れ込む柏尾川の支流であるいたち川の源流部と，湿地，

谷をせき止めて作った池がある． （文責：藤田薫）
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横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

横浜自然観察の森ゾーニング計画における
“二次林で遷移をとめるゾーン”のうち，

【今後新たに，二次林で遷移をとめるための管理作業が
行なわれることになる区域】の種子槌物

宮本干帆1・篠原由紀子2

はじめに

横浜自然観察の森では， 2001年度より，施控ボランティア（横浜自然観察の森友の

会）らと協働して「生き物のにぎわいのある森づくりJをすすめてゆく取り組みを開

始している 2002年度は，生物多様性の保全を考慮した新たなゾーニング計画が決定

され．横浜自然観察の森の敷地内は， “遷移ゾーン’＼ “二次林で遷移をとめるゾー

ン”． “林縁実験管理ゾーン”の3つにゾーニングされた （藤田， 2002). 

’二次林で遷移をとめるゾーン” は，管理作業という点で見てみると， 【広場や園

路を維持している区場（ピクニック広場，アキアカネの丘．モンキチョウの広場，資材

置き場兼駐車場，各自然観察路ほか）】， 【すで、に雑木林的管理作業が継続的に行わ

れている区域（クヌギの林ほか）】，③【雑木林的管理作業が継続的に行なわれてい

ない区峨】とに分けてみることができる③の区績は，言い方を替えれば． 【今後．

新たに二次林で遷移をとめるための管理作業が行なわれることになる区域】というこ

とになる．

そこで，筆者らは． “二次林で遷移をとめるゾーン”のうち， 【今後新たに．二次

林で遷移をとめるための管理作業が行なわれることになる区峨】の，種子植物および

希少な植物の生育の有無について，現地踏査を行うこととした．それは． 「生き物の

にぎわいのある森づくりJ＇すなわち．生物多様性の保全を第一に考慮した森づくり

に取り組む上で， “二次林で遷移をとめるゾーン”においては特に，林床に成育する

希少な植物を保全することは．重要な課題となると考えられるからである．

1 日本野鳥の会サンクチュアリ室 〒247・0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森
現：〒15ト0061 東京都渋谷広初台 1-47-1 小田急西新宿ビル1F 

Z 横浜自然観察の森友の会 〒247・0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森



なお，ここでいう希少植物とは． 「改訂 ・日本の絶滅のおそれのある野生生物ーレ

ッドデータブックー 植物I（維管東植物） J （環境省I 2000）および『神奈川県レ

ッドデータ生物調査報告書』 （神奈川県レッドデータ生物鯛査団， 1995）の記載に基

づくものである．また，区域の名称は本報告において便宜上つけたものであることを

お断りしておく．

間査地と調査方法

制査地は．図 1に示す【ア】 【イ】 【ウ】の区域である．現地踏査に当って， 【今

後新たに，二次林で遷移をとめるための管理作業が行なわれることになる地域】を．

地形や自然観察路，広場等の位置関係から，さらに小さい区画 （以下．小区画）に分

けることとしたものである．

現地踏査では，希少植物の生育状況の有無を特に留意し，観察できた種子植物を，

筆者らが踏査中に識別できる限り，それらを記録した．踏査中に識別 ・同定ができな

かったものは． 「ホ＊の仲間j と記録した．

現地踏査は， 2003年5月12日（小区画【ア】 ）1 7月12日 （小区画【イ】

の半分） ，1 1月24日 （小区画【ウ】）， 1 2月10日 （小区画【イ】の残り半分）

で，踏査時間は．各自とも午前9時～午後12時である．

間査結果

踏査の結果．種名を同定できたものが76科 19 5種，種名の同定までできず「＊

＊の仲間』と記載したものが10科10種（＋α）であり．針76科205種（＋α）

の種子植物の生育が確認できた．そのうち，希少な種子植物は．1科3種が確認され

た．なお，希少植物の傑集圧による個体数の減少や地域での絶滅が危慎されるため，

ここではその種名および国（環境省） ・神奈川県のレッドデータ ・ランクを明記しな

いこととする．

以上の調査結果をまとめたものが，表1である．

表1は，全調査区域において確認できた種子植物について，標準和名，学名 （分類

)I頂）とともに，草木別，外来種・植栽・逸出などの情報を整理したものである．植栽 ・

逸出については「横浜自然観察の森の植物（1986～1996)J （西川ほかI 1997）を参

照した．

以下に，観察できた植物について補足する．

翻査区岐には．伐採などで林が開かれた後，いち早く生育するカラスザンショウや

アカメガシワ，ミズキ，ヤマグワ等が多く生育しており，また，サクラの仲間も多く

2 



大きなものがみられる．それらが林の樹冠部を形成する高木となっている雑木林に

代表的な木といわれるコナラは多くなく，また同様のクヌギは確認されなかった．横

浜自然観察の森が含まれる地峨の潜在植生とされる照葉樹のスダジイ，タブノキ．シ

ロダモ， イヌツゲなども生育しており，中には大きく生長し樹冠に達するものもある．

また，数年前に手入れされた形跡のあるスギ，ヒノキの人工林もある．落葉広葉樹の

下には，ヤマツツジやウグイスカグラ，ムラサキシキブ，イヌピワ，キブシ，エゴノ

キ等の中低木，フジ，アケビ，キヅタなどツル植物，林床にはキクの仲間やユリの仲

間など多織な植物が見られるが．アズマネザサあるいはアオキが密生して，林床を覆

い尽くしている箇所も少なくない．希少植物は．近年，友の会「野草プロジェクトJ

メンパーらによって保護・育成されている場所だけではなく，それ以外の場所での生

育も確認された．同時に， トウネズミモチやトベラなど，植栽された外来種の実生も

多く見られた．トウネズミモチやトベラ．シャリンパイなどは．横浜自然観察の森の

開園時，あるいはそれ以前に多く植えられ，特にトウネズミモチは大きく育っている．

また，在来種のアラカシ，スダジイ，ウツギなども植栽されている箇所があり，それ

らは植栽されてから数年が経ち．密生状態になっている．今回は銅査対象としなかっ

たが，シダ植物も数種類が生育している．

考察

雑木林で生育する希少な林床植物の生育が確認できたことから，今後，この地域で

“二次林で遷移をとめる”ための管理作業（下草刈りなど）が行われるようになれば．

今回確認できた希少植物が，より多く生育しうる可能性が十分にあると考えられる．

ただし管理作業を実施する際には，親株となる現在生育する株を保護する必要があ

る．

一方で，外来種（主に植栽種）樹木の実生も林内に多く生育している（逸出してい

る）ことも確認できたことから，下草刈りなどの管理作業が行われた後，それらが，

希少種を含む在来種植物の実生の生育を阻害するといったことが生じる可能性も大

いにあると考えられる

“生物多棟性の保全された森”を目指すにあたって，外来種の存在は脅威となるこ

とが懸念されることから，これまでも行われてきてρる外来種の駆除．あるいは在来 ・

希少種保全のための管理作業が，今後も継続して行われることは，よりいっそう重要

になると思われる．

今回の悶査を振り返ると，同定できなかった種子植物があることや．希少植物の生

3 



育の有無について十分に鯛査し尽くしたといえないこと（希少植物は，観察できる期

間が短いものが多く，適切な時期に踏査できなかった小区画があることや，いずれの

小区画も一度しか踏査できていないなど，確認し切れていないことから．）． シダ植

物についてどこにどのような種が生育するか確認できていないこと（シダ植物もその

地域の植生を考えるときに重要な要素であるということから．），さらに， “二次林

で遷移をとめるゾーン”全体を捉えたとき，今回の翻査地（小区画【ア｝【イ】 【ウ】）

以外の場所の植物について鯛査できていない，など．不十分な点があることに気付か

された．“二次林で遷移をとめるゾーン”における雑木林管理作業が開始される前に，

これらを補う調査が行われる必要があると思われる．

謝辞
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横浜自然観察の森ゾーニング計画より

＠！？！森の家口～自然観察センター聞の崖地側
。｛イ｝駐車場兼資材置き場周辺

@ lウ｝ヘイケポタルの湿地周辺（ヘイケポタルの湿地除く）

図 1. 調査地小区画（？）（ィ）（ウ1
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横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

保全計画作成E

－市民のニーズ・その1-

藤田薦1

はじめに

横浜自然観察の森は 2001年に3月に開園 15周年を迎えたこと， 2002年度からの中

期重点事業を『いきもののにぎわいのある森づくりJとしたことなどから，生物多様

性保全に配慮して環境管理の基礎計画を見直すこととした．本報告では，横浜自然観

察の森の将来像，ゾーニンク，管理計画を策定する上で，横浜自然観察の森に対する．

市民のニーズを知るための意見・アイデア収集を行ったので．その結果について報告

する．

間査方法：

意見募集期間 ：2002年9月～2003年2月

自然観察センター内で．「横浜自然観察の森では ・.Jという展示物の中で，記入式

の用紙を置き，『観察の森にはどんな自然があると良いと思われますか？ご意見をおき

かせくださいjというサインを訟置して，来館者からの意見を求めた．この展示では，

観察の森の目的，概要，樹林地の3つのタイプ（照葉樹林，複雑な構造の林，手入れ

した林）とその目的，「いきもののにぎわいJについての説明を，イラスト，写真等と

共に展示した．

集計にあたっては，昨年度『いきもののにぎわいのある森づくりを考える会jで横

浜自然観察の森友の会メンバーより収集した意見も一緒にまとめた．集まった意見を．

1 ）現状維持もしくは自然度をさらにアップさせた方が良い

2）人の利用のために整備した方が良い

3）その他

に分けて集計した．

l 日本野鳥の会サンクチュアリ室 〒247・0013横浜市栄区上郷町1562・1横浜自然観察の森
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聞査結果

この期間に集まった意見は総数88件であった．

観察の森への意見は，以下のようであった（図2) .. 

1 ）現状維持もしくは自然度をさらにアップさせた方が良い ：62件 （70.5%) 

2）人の利用のために整備した方が良い： 16件（18.2%) 

3）その他 ：10件 （11.4%)

以上の集計結果から，観察の森は．人が歩きやすく利用しやすい場所，というより

も，生き物のたくさんいる森であってほしい，というニーズが高いことがわかった．

子供を含む意見の中でも「楽しいけどこわい森J「自然の不思議さ，おどろおどろしい

森」などのような言葉もあり，身近な都市公園緑地，というよりは，豊かな奥深い自

然，というイメージがあることがわかった．

2004年度予定

さらに多くの来館者から意見を得るために，2004年2月からは．展示物を大きくし

ゾーニング案の提案と説明を添えた，「10 0年後の森 どうなってほしい？」という

展示に作り替えた．この展示では， 3種類の異なった色のカードに意見を書き込んで．

張り出してもらう形をとっている.3種類の意見は，その意見が1）人のため （森に

どうなってほしいか）， 2）生き物のため．3）張り出してある意見への反対意見，に

区別し，それぞれに対応する色を決めてある.2004年度は．この展示で，さらに多く

の来園者から意見を求める予定である．

．．現状維持もしくは自然度

をさらにアップさせた方
が良い

回人の利用のために整備し
た方が良い

口その他

図1.市民のニーズ
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横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

林の構成樹種と構造（2)

藤田 薫1・篠原由紀子2

はじめに

生物多犠性の保全のために，横浜自然観察の森では，昨年度より．ゾーニング．管理

計画等の保全計画を．市民と共に作成中である（藤田 2001,2002）.計画が実施段階と

なり．管理の手が入るようになった後には，計画の効果．影響をモニタリングする必

要がある．そこで.2002年度より，林の変化をモニタリングするために．林の構造と

構成種の現状悶査を行っている.2003年度には．主に今後管理される予定の地区での

翻査を中心に行ったので報告する

間査方法

圏内の，二次林で遷移をとめるゾーン（藤田 2002）の，今後管理していく予定の樹

林4ヶ所（タンポポの道 10，へイケポタルの湿地西側斜面，閉じく東側の山側斜面．

自然観察センター横スギ林）で， 10m×20mの範囲内に生えている，2m以上の，高

木になる樹種の樹高を記録した （図1）.また，昨年度に引き続き，遷移ゾーン1ヶ所

（コナラの道 18-19）でも，同様の翻査を行った．調査は，林の薮に入ってもハチの

危険がなく，まだ落葉しないで樹種の同定ができる， 11月下旬～12月初旬に行った．

鯛査結果

1 .種散と密度

10m×20mの範囲内の種数と本数は，遷移ゾーンであるコナラの道 18-19が最も多

く17種． 54本であり．最も少なかったのはへイケボタルの湿地で．東側山側斜面

が7種，西側斜面が26本であった（表1). 

1日本野鳥の会サンクチュアリ室 〒247・0013横浜市栄区上郷町1562-1横浜自然観察の森

z横浜自然観察の森友の会 〒247-0013横浜市栄区上郷町1562・1横浜自然観察の森

1 3 



表1.種数と密度.1伽1×2白nの範囲内の2m以上の高木になる種の数．

調査地点 種数 本数

タンポポの道10（管理するゾーン） 12 39 

コナラの道18-19（遷移ゾーン） 17 54 

ヘイケボタルの湿地東側山側斜面（管理するゾーン） 7 28 

自然観察センター横スギ林（管理するゾーン） 9 40 

ヘイケボタルの湿地西側斜面（管理するゾーン） 11 26 

2.林の構成種

現在樹冠を成している木について，また．今後林の樹冠を成していく木となる現在

中程度の高さの木， 2～4mの木などについて，翻査地点ごとに，樹種を検討した（表

2. 図2). 

現在樹冠を成している木の樹高は，コナラの道 18-19と自然観察センター横スギ林

では， 16m以上の高い木があったが，その他の地点では，高い木はなかった（図2). 

くタンポポの道10>

数年前まで，ススキなどの草本を刈る管理がされていた地点．樹冠を成しているの

はほとんど落葉樹であるが， 8m  以上のスダジイが3本ある．

＜ヘイケボタルの湿地東側山側斜面＞

最も樹種が少なかった．樹冠を成している木は落葉樹で，低木に常緑が入っている．

＜へイケボタルの湿地西側斜面＞

最も木の密度が低かった地点．東側山側斜面と似た傾向で．樹冠を成している木は

落葉樹で，低木に常緑が入っている．

＜自然観察センター横スギ林〉

スギの植林地であるため，樹冠を成している高い木はスギだけであり，樹種は少な

かった．低木には，落葉樹も常緑樹もあるが，樹冠が暗いため，本数は少なかった．

くコナラの道18-19>

樹種も，密度も最も多かった地点である．高木も低木も，常緑樹と落葉樹の混交林

1 4 



である．低木には．シロダモが多かった.10m以上のスダジイがあり．常緑樹に遷移

させるゾーンとしては．この木を中心に残していけるとょいと思われる．

引用文献

藤田薫 2001，保全計画作成I.横浜自然観察の森悶査報告7: 3-5. 

藤田薫 2002，保全計画作成iIー市民と考えるゾーニング針画の獄みー，横浜自然観

察の森鯛査報告8: 27-34. 

図 1.林の構成樹種鯛査地点
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林の構成樹種（2003.11-12) 表2。
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横浜自然観察の森調査報告9(2003) 

絶滅危慎植物タコノアシの保全生物学的研究

小山内朝香（東京農工大学）

調査場所横浜自然観察の森内トンボ池周辺

調査日平成15年5月～11月

調査開始 H 15年5月～ 次年度継続 終了予定 1 7年

調査目的
タコノアシの生理 ・生態を把握することを目的とし、結果をもとに保全手法を考察
する。

調査方法
植物群落調査：調査地内に 1m×1 mのコドラー卜を 5ヶ所設置し、出現した植物
種の被度および群度 ・植物高を調査する。

成長量調査 ：コドラート内のタコノアシ 10個体につきナンバリングを施し、茎
直径、草丈、葉数を測定する。

光環境調査 ：タコノアシの生育する環境の光環境を把握するため、相対光量子密
度の測定を行う。測定には光量子計MEMORYSENSOR MES-101 (1J＇糸工業社製）を用い
た。

以上の調査を毎月 1回の頻度で行った。

調査結果
植物群落調査：調査区からは、チガヤ、タコノアシ、ヒメガマ、セリ、チョウジタ
デなどの植物が確認された。主にチガヤとチガヤの枯死した植物体が繁茂し優占し
ている状態であった。

成長量調査 ：以下に茎直径と草丈の成長を表すグラフを示す。なお、他の調査地
における本種の成長量を測定し生育状態を比較した。＊ (yokohama ：横浜自然観察
の森、 kasioriver ：柏尾川）
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丈ともに、本調査地 （横浜自然観察の森）よりも、他調査地における個体の方が生
育状態が良好であることがわかる。これは、本種の成長に影響を及ぼす何らかの環
境要因が関連しているものと思われる。

光環境調査 ：相対光量子密度は6～9月にかけて測定した。値は50%前後を示
し、 ぽぼ一定であった。本種は比較的、疎で明るい環境を好むものと思われる。

横浜自然観察の森調査報告9( 2003) 

外来植栽木調査

藤田 薫 （日本野鳥の会サンクチユアリ室）・篠原由紀子 （横浜自然観察の森友の会）

調査場所圏内全域

調査日 通年

調査開始 2003年 次年度継続

調査目的

自然植生の生物多様性保全のために、外来の樹種を自然植生の樹種に替えたり、
その場所に現在は必要のない生け垣などは除去するなとの計画を策定するため、ま
ず、 植栽木の樹種のリストアップを行った。

調査方法

過去の調査報告書、 論文等の文献、植栽の記録、ボランディアによる外来種除去
作業の際の地図記録などから、植栽された樹種をリストアップした。また、 リスト
の樹木が現在もあるかどうか、結実が確認されているかどうかについて、横浜自然
観察の森友の会野草の調査と保護プロシ・ェク卜の調査時のデータから記録した。

調査結果

文献などからは、99種の樹木が植樹されている記録があった （表1 ）。 生
垣、並木、林等として 1箇所に多数植えられた樹木が54種、単独で受けられた4
5種が種であった。また、常緑樹は38種、落葉樹は57種であった。結実が確認
されており、 種子が散布されて自然林の中で増える可能性があるのが76種、現在
のところ結実しないのが確認されているのが9種であった。今後、現地調査を行
い、 これらの分布を記録する予定である。
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表 1.植栽木リスト

1 .林・ 生垣 ・並木等1置所に多数植えられているもの
No I 種名 常練・落葉高木・低木結実の有無・

1 区主主之ー一一一一＿1#.狩一一－~3'－皇室略章一
21アキニレ 落葉 高木 結実確認
3jZ}歪ζ二二豆長主騒二Jtti::二主要望認－
41アラカシ 一一－－－！捷一＿_j高在一一錆尾崎
5 1.:f...i.担一一一一一一__Ji瑛一一~主一一壬埋磁認－
61主オパグミ 常緑一一一jtt本孟二三福豆確認二一
71オオパヤシャブシ 蓮華一~草木 結実確認

B l .主主会主主主一一一~間一一｛！ －一一一一一－91オオヤマザクラ 落葉 ー高木 績塞聾盆
101オカメザサ

j；医2窒笠主二竺雲芝竺ゴ5奈一去雲詰護二
131力ラ夕チ 一一j客 一一一底＝ 結実確認

1~1IBムi二二去変三ヨF長ヨ望註杢’
l~j:%j主二一一；会で－一ゴ雲欝づ
！：室ニ一一豆£三宝E与雲霊是｜ 
201:主主ン力 一J.ft一一一J賓一一一一鐘室量曹
211:サツキ －一一5ド常緑 低木
22［サトザクラ __=:i~量一一貫主一一－－＇~ーl

－ 23tサンゴジュ 常 一一一貫主一一益実確位1
241シャリンパイ 一一貫 」」E杢土：~主島空擢·~」
251シラカシ 常 L R町 詰磁詔1
261~スギ ー~金二二二重宝二二重重詰I乞1
27、ノメイヨシノ 落葉 高木 結実確認｜
281ダイオウグミ ；冨葉一一一低長一 二盤5憲E童m_I
~~I~ヤノキ －~！唾一____Jtt~強認－01ツツジ園芸種 半”穐一一_itt木
31‘yパキ 落葉一一_J貫主一一一績割奮起一
32住2.!Lンツツジ ー」苦実一一一低本一一 実磁認

j続三千ζ藍顎~！罷
！？設長一一二重委ニョ；r'L＝＝.＝＝＿：上
粧鎧立て：~＇壁二五~雪量i
4U一一丘三こと三一一一＿＿_j各来一一ー－’ t 結実催脇
41ヒイ三杢一一一一 一一種級二三：刀I高禾一一 茶確認「
42辰五三ギナ汗戸 時 二二二五E二豆費量忠一
43ビヨウヤナギ 一一一一生常住＿ _jtt主 ＿ _j 確認」
44三手ガク ー一一翠英一＿_J~京一一一表確認ー
4513'.l.!'..立心主 一一一一」落葉一＿ _jff:〕ーー一員寒殖習L
46ミ0.. :L ＿＿一一一一五茎一一五杢一一一益塞彊盟－
471ミヤコザサ

48巨互主一一一一一~穣J二二軍L＿ 一一一一一
91ムベ 常緑 つる） ＊舌実確認

~01立主主L一一一室長三二亘亙：~二孟頭宣亙
511モウソウチク

521主主主主Z主 一一豆実一一低た 士有三
531主百主一一一一一一月緑一＿__j粛正長 盃美憶え
541ユキヤナギ 落葉 ｛正木 結実確認
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2. 1：本ずつ，合計多くても数本，植えられているもの
No I 積名 常練・落葉高木低木結実の弔

11士三之主一一一一一一一j吾妻一一一」~_21;:＿＿一鐘実堕

51ゴヌコリヤナギ 」苦葉一一_J時 一一_j 理
B l竺三一一一一一一一_j~蓑」主査主ご直主j責実確
7 12~モドキ 若葉一一一抵＊－－鐘
Blウンリュウヤナギ J務一一一一貫生一一一」
9住と三三一一一一一一蓮華一一~高木 結実確
101オオデマリ一一一一斉一一止高木～高主－－－
11恒三Zι三一一一一＿_j"J葉一一二~＊~一一績割
1 21 tJ ＿.：！＇~＿'T＿一一一一」電重一一一貫主一一倍劃確
131n之レミノ 一貫積一」畳一：：：－：宮週三益宗確

~~，£~~ーす上二支社二二五議
1slTI乙一一一一一二哲 二二二草玄二二極論

21[B キ J雄二二ヨ：竜王二コ縁語

38住土台ハギ 」落葉一一一」 生L ... J吉寒確
認恒三fi~一一__l~えー一一＿｛~f_J鵡

431士三斗主一一一一一一一斉蔑ー一一一低主一一一」障害騨
441ヤマボウシ 蓮実一一一一斉主一_j吉
451 リヨウプ 落葉 小高木申告
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横浜自然観察の森調査報告9(2003) ．， 

調査名 シジュウカラに食べられた種子調査

調査者名（所属） 高橋 剛・高橋 睦（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 観察センタ一周辺とコナラの道沿いに掛けてある巣箱

調査日 2003年 2月23日～

調査開始 2002年 次年度継続 終了予定

調査目的
シジュウカラが被食型散布する植物を明らかにする。

調査方法

2月23日・巣箱をねぐらに使っていたシジュウカラのフンをスプーンで採集した。
No.1～24 ( 1.3.5.6.7.8.10.11.16.23.24のみシジュウカラと思われるフン採集）

3月2日・巣箱をねぐらに使っていたシジュウカラのフンをスプーンで採集した。
肋.31～39（シジュウカラと思われるフン採集）

10月26日・乾燥させたフンをNo.毎に計量した。

No. 重量（g) No. 霊量（g) No. 重量（g) No. 重量（g)

15.9 10 9.9 30 13.3 37 10.5 
3 19.4 11 5.1 31 12.8 38 16.7 
5 10.7 16 11. 7 32 26.8 39 4.4 
6 10.0 23 10.6 33 17.1 
7 16.1 24 0.9 34 9.1 
8 1.9 36 8.6 

．フンの水洗い作業 No.1.3.5.6.7.8.11.24 
フンを茶こしに入れ流水で洗い、ろ紙でこして種子などを取り出し、乾燥させる作業。

2004年

2月22日・フンの水洗い作業 No.10.16.23.30.31.32
29日．フンの水洗い作業 No.33.34

未実施36.37.38.39
乾燥後に、 No.毎に計量し、種子の種類の同定作業を行う。
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横浜自然観察の森調査報告9( 2003) 

シラン株数におよぽす除草の効果

藤田 薫（日本野鳥の会サンクチユアリ室）

篠原由紀子 ・松田久司 （横浜自然観察の森友の会）

調査場所 ウグイスの道5付近の湿地

調査日 2003年6月4日

調査開始 1999年

調査目的

次年度継続

希少種シランの自生地保全のため、実験的に除草 （夏刈り、冬刈り ）を行い、 効
果を調査する。夏刈り区は除草後1年目である2001年には株数が増加していた （調
査報告書2001年度版）が、 2年目である2002年には株数の増加がほとんどなかった
（調査報告書2002年度版）ため、夏メIJり区は、除草後1年目には効果があり、その
後株数は頭打ちになり、除草の効果はあまりないことが示唆された。そこで、 2003
年度は、冬刈りにおいても同様の結果が得られるかどうかを明らかにすることを目
的とした。

調査方法

シラン自生地に、 50cm×50cmのコドラー卜96個を設置し、そのうちの24個を夏だ
け除草し（以降、夏刈り区） 、24個を冬だけ除草し （冬刈り区）、24個を夏と冬に
除草 し（夏冬メIJり区）、 残りの24個は対照区として放置した。毎年5月末？ 6月初
めに、各々のコドラートでシランの株数を数え、 コドラートごとの株数の増減を調
査した。

集計にあたっては、夏刈り区と冬刈り区、対照区のみを対象とし、除草後の株数
の変化を図示した。夏冬刈り区を集計から省いた理由は、このコ ドラー 卜では、冬
刈りを始める前に夏刈りを2年続けているため、今回の集計方法では、除草後1年
目には、夏刈りの効果が株数に影響してしまう可能性があるからである。

なお、夏の除草、冬の除草は、1年だけではなく、毎年続けている。

調査結果

除草開始前の初年度には、夏刈り区・冬刈り区 ・対象区とも、株数の平均は約15
株であった（図 1）。対照区では、株数の年変化はあまりなかった。夏刈り区で
は、除草後1年目で最も株数が増えており、その後はあまり増えていなかった。冬
刈り区でも同様に、除草後 1年自に株数が増えているか、夏刈り区ほどではなかっ
た。除草後2年目には、逆に株数の平均は減っていた。

これらの結果から、シランの株数を増やすことにとって、夏刈りが冬刈りよりも
効果があること、但し、除草後 1年自の効果が大き く、 その後はあま り株数は増え
ないことがわかったO

2 6 
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図1. 除草後のシラン株数の年変化

横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

調査名

調査場所

調査目 I0 J=f I b 8 I 7 8 c)_ 7同
調査開始200J年 ／0 ・ 次年度

調査結果

J.8 II 日 d.~a ;d.門知 r).f色
終了 ・ 終了予定hヂ年

μ昨年刈斤＇~－－－ 1.＇ ‘ 義援！杓付先苓萎号、 、~Jd.S殺
t沈契iLf工
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横浜自然観察の森調査報告書 9(2003)

調査名：野草プロジェクトが除去した植物

調査者：〔横浜自然観察の森友の会野草PJ〕伊津嘉奥子・金井洋子・高原弘子・畑史子
八回文平・林由紀子・松田博明・丸田桂子・山路智恵子－山本久子・横溝八千代
篠原由紀子（まとめ）

調査場所：横浜自然観察の森圏内

調査日2003年4月1日～2004年3月31日

調査開始 2002年 次年度継続0・ 終了予定 年

調査目的 ：圏内で見つけて除去した園芸種植物の記録を残す．

調査方法：除去した時，花暦に記録した

調査結果：

場所種名

① スズラン
① ツワブキ
①オニユリ
① シラー
① ハナニラ
① フリージア
① メキシコマンネングサ
① ホソパオオアマナ
① グミ（ツルグミ以外）
① キショウフ、
① ユキヤナギ
① ミヤコワスレ

除去した月

4月
4月
4月
4月
4月
4月
4月
5月
5月
5月
5月
5月

場所種名

2 8 

① カクトラノオ
① シンテッポウユリ
①ハマギク
① キクタニギク
②アレチヌスピ、トハギ
③オオブタクサ
④キダチコンギク
⑤ワルナスビ

除去した月

8月
8月
11月
12月
9月
8月
9月，10月
6月、 7月



横浜自然観察の森調査報告書 9(2003) 

調査名：ヤブカラシの発芽実験

調査者：篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

調査場所：圏内

調査日：2003年8月8日， 10月24日

調査開始 2003年 ． 次年度継続 ． 終了予定 2004年

調査目的：ヤブカラシは本当に根の切れ端から発芽するのかを確認する。
圏内にある実のなるヤブカラシの実は発芽するのか確認する。

調査方法： 8月に草刈したヤフ、カラシの根の切れ端を3種類に分けて植木鉢に埋めて
水やりをしながら経過を観察している。
10月にヤプ、力ラJシの実を採取して植木鉢に埋めて水やりをしながら経過を
観察している。

横浜自然観察の森調査報告9 (2003) 

月別鳥類出現記録調査

渡護初恵（日本野鳥の会サンクチュアリ室）まとめ

調査場所圏内全域

調査臼 通年

調査開始 1986年 ． 次年度継続

調査目的

環境変化の指標として、鳥相をモニタリングするには、月2回のラインセンサス
法だけでは記録できない種があるため、補助調査として行う。また、季節の生物
情報として、一部の情報をカード化し、展示する。

調査方法

来園者、レンジャーなど職員、ボラン子ィアの確認した鳥類の情報を、ぽぼ毎

日収集した。集計に際しては、これらの情報を月別にまとめ、その月の調査B数

あたりの各々の種の出現日数を求め、出現率とした。

雪g鋼jijヲ.！た言L＊ロtコgr:: 

68種が確認された（生物リスト参照）。 19 9 9年度から 2002年度の記
録から、 68種から 78種の間で変動しているようであった。
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